
はじめに

公的年金制度の保険事故は、ご存知のとおり、老齢・障害・死亡です。法令の条文

を見ていきますと、老齢年金や遺族年金に比べて、障害年金に関する条文はとてもシ

ンプルです。しかし、条文がシンプルであるが故に、実務では通達や行政の事務取扱

が大変重要な意味を持っています。たとえば、障害認定基準を考えてみますと、この

基準は「法令」ではなく「行政通達」であって法的には国民を拘束するものではあり

ませんが、障害認定事務はこの「行政通達」によって行われています。また、「初診日」

や「発病日」等についても、法令を読んだだけでは十分に理解できるものではありま

せん。障害年金に関する法令解説は他書にお任せするとして、本書では、主な法令に

は触れるものの、障害年金実務に直結する内容を中心に、次のようにまとめています。

第 1 章では、「代理人の立ち位置と基本姿勢」として、障害年金業務を請け負う際

の代理人としての注意点をまとめてあります。

第 2 章では、「相談の受け方・書類の書き方」として相談を受けるときの注意点か

ら始まり、保険料納付要件の確認、初診日の特定、診断書の取得、裁定請求の一連の

流れを、ポイントと注意点を交えて、はじめて申請代行する方にもわかりやすく解説

してあります。

第 3 章では、「障害年金制度の基礎知識」として、法令や行政通達等の基本的な内

容と注意点をコンパクトにまとめています。

第 4 章では、「裁定請求事例」として、 8 種類の診断書様式に沿って、申請書類一

式の記載例とそれに対する等級認定を例示してあります。

第 5 章では、「関連制度・知識」として、相談の際に参照できるよう、労働者災害

補償保険法や健康保険法等関連制度の概要をコンパクトにまとめてあります。

第 6 章では、「年金画面の見方について」として、年金事務所で交付されるハード

コピーの主なものの見方を紹介しています。

第 7 章では、「知っておきたい障害年金Q&A」として、実務的によく質問がある

内容や知っておきたいことをQ&A 方式でまとめてあります。

そして、付録として、障害年金業務で使用する主な様式を収録しました。

本書をご活用いただくことで、障害年金業務の代行をスムーズに進めたり、また相

談窓口担当の方であれば的確な相談・回答をしたりすることが可能になると思います。



読者のみなさまに支えられ、本書は、これで 8 訂版となりました。第 4 章における

年金請求書様式のアップデートや 7 訂版以後の主な法・制度改正を反映させた内容と

なっています。また、みなさまからいただいたご意見・ご指摘を踏まえ、より見やす

く使いやすい内容になるよう改訂を行いました。本書改訂版がみなさまの業務の一助

になることを願っています。

最後に、本書改訂版の発行にあたりましては、（梱日本法令出版課の吉岡幸子氏には

大変お世話になりましたことを、心より御礼申し上げます。

令和 7 年 7 月

社会保険労務士 高橋裕典
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第 1 章

代理人の立ち位置と

基本姿勢

障害年金業務をスムーズに代行するためには、法令や障害認定基準の知識は

もちろん不可欠ですが、依頼人・医療機関（医師）・行政（役所）の関係三者

をうまくコーディネートすることが必要です。本章では、そのための工夫と

心構えについてまとめていきます。



「代理人の立ち位置と基本姿勢m l 

障害年金業務と代理人

本来、公的年金は、その受給権者が請求手続を行うことにより支給されるものです。

しかし、障害年金に関しては、受給権者本人が手続きを行うこと自体、困難な場合が

多くあります。仮にご家族が代理で行うにしても、障害年金の申請手続においては、

法令のほかに障害認定基準を含む行政通達をしっかりと理解することはもちろん、さ

らに審森を行う役所の事務手続上の特性や流れも把握しなければなりませんから、い

わゆる「本人請求」には高い障壁があると言わざるを得ません。

そこで代理人の出番となります。障害年金業務に精通した代理人がスムーズかつ的

確に手続きを行うことで、あるべき結果を獲ることができるのです。

節害年金業務をスムーズに代行するためには、「依頼人」・「行政」・「医療機関・医師」

の関係三者をうまくコーディネートしなければなりません。これら関係三者とどのよ

うにして良好な関係を構槃するかが重要なポイントとなります。

図 1 ：関係人相関図
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図2 ：障害年金業務の流れと関係人

依頼人（またはその家族等）と面談・ヒアリング

口 傷病の発生した時期と受診状況

口 初診の医療機関の連絡先

口現在の病状と受診状況

口年金加入歴など

年金記録の確認（ヒアリングした初診日で保険料納付要件を確認）

口保険料納付要件のうち、 3 分の 2 要件、直近 1 年要件

暉人 依頼人

代理人 行政

□ 国年第 1 号被保険者期間がある場合は、「納付日」「免除申請日」を確認

□ 国年第 3 号被保険者期間がある場合は、「 3 号特例該当期間」や「 3号不整合期間」を確認

□ その他必要に応じて共済加入期間や旧法の保険料納付要件など

受診状況等証明書の取得

口 初診の医療機関へ連絡（証明書を発行してもらう手続方法確認）

口 初診の医療機関へ訪問（郵送で対応してくれる場合もあり）

口 受診状況等証明書の作成依頼（必要に応じ説明や依頼文書添付）

診断書の取得

代理人 医療機関

代理人 医師

口 診断書作成が必要な医療機関へ連絡・訪問（郵送で対応してくれる場合もあり）

口 可能であれば医師と面談し、診断書のポイントを伝える

（面談ができない場合に備え、依頼書等を用意しておく）

口 診断書の記載内容を確認して、不備がある場合などは申し出る

代理人 依頼人

病歴・就労状況等申立書の作成

口 初診日証明、診断書が揃ってから、その内容に沿って書く

（「発病から現在までの流れ」に一貫性があるかに注意）
（難解な用語の羅列よりも、「箇条書きでわかりやすく、流れを璽視」）

口 原案を代理人が作成し、依頼人の意見により加箪修正しながら完成させる

代理人 依頼人

戸籍などの添付書類を揃える※マイナンバー連携により省略可能なものあり

代理人 行政

窓口に裁定請求書（※）を提出 ※様式名は「年金請求吾」

1 障害年金業務と代理人 3 



代理人と関係三者

—対「依頼人」

：ー依頼人との関係構築の際のポイント
① 「代理人は“誰の”代理人であるか」を正しく認識する

② 言い回しの工夫等により専門用語をわかりやすく伝える

③ 最初の而談時に連絡方法等について確認しておく

④ 依頼人の希望、メリット・デメリットを勘案して面談場所を選定する

⑤ 支給決定後の受給の流れや注意点等の案内もしっかり行う

「代理人は‘‘誰(])'’代理人であるかJを正しく認識する

法律上「受給権者」となるのは請求者ですから、我々は、「請求者の代理人」です。

当然のことを言っているようですが、この認識はとても重要です。

たとえば、ご家族が良かれと思って、請求者本人に代わって代理人へ障害年金申請

の代行を依頼したとしましょう。しかし、このとき、ご本人が代行を希望していなかっ

たら（たとえば「自分の力で請求したい」等の意思を持っている場合等）、どうなる

でしょうか？ 答えは明白です。代理人による裁定請求は、中断を余儀なくされます。

それでは、このような事態を防ぐためには、 どうすればよいのでしょうか？ 答え

は簡単です。必ずご本人の意思確認を行えばよいのです（ただし、病状によっては、

ご本人の意思確認ができないことはあります）。

障害年金業務の依頼が請求者のご家族からなされることは多いのですが、このよう

な場合には、まず必ずご本人の意思を確認してください。我々は、「請求者本人の代

理人」であって、それ以外の方の代理人ではないのです。この点は、 トラブル防止の

観点からも、ぜひ気をつけたいボイントです。

4 第 1 章代理人の立ち位四と基本姿勢



言い回しのエ夫等により専門用語をわかりやすく伝える ; 
マ_..’―`-9 ―•..,’`•一←．→•• • ·—•-••-------- -·-·....一..＾---••;-·一~·-`士マ曾.-.ー＾-·,や--~•叩，‘＿,"‘-----9ｷ  •一一會ヽ9 -'—. ·---·-→一→9-,.雪-- ------,--·.•-• --·ー・· • ---‘’—•¢’ 

依頼人と話をする場合には、「代理人にとって常識である用語（専門用語）は、依

頼人にとっては常識でない」ことを認識する必要があります。中には専門用語で話を

しても通じる方もいますが、大多数の依頼人は“素人’'です。こうした依頼人に専門

用語をわかりやすく伝えるのが、プロの仕事です。

言い回しを工夫する等により、事後トラプルの防止と依頼人の理解促進を心がけて

ください。依頼人の立場に立った説明は、好感・信頼感のアップにもつながります。

障害認定日請求 • 「初診日から 1 年6 月経過日まで遡ってお金が出るタイブ」

事後重症請求 • 「申請日で権利が発生するもので、遡りの支給がないタイプ」

時効 • 「遡ってもらえるお金は今から 5年前まで」

そのほか、「障害認定日」の説明も、できる限り図表等を使用して行うようにしましょ

う。

; 最初の面談時に連絡方法等について確認しておく
•-·ヽ● •~·•-- --- -̀•ー・一•--·へ，•-一＇..一”―9-------·―•`―•一．．．．．‘`ー・9 ・一、．．．．．．ャ・9 ..`·-··-~•た心· •一99*—→*,--•・・・ヽ ・ー・...... ~) 

傷病という非常にセンシティブな情報を扱うことから、連絡方法についても配慮が

求められます。依頼人と最初に面談した際に、今後の連絡について、手段・日時等の

確認をしておく必要があります。

a 連絡する手段は何がよいか（できれば、メール等、記録が残るものがよいでしょう）

a 連絡する際に都合の悪い日時等はあるか

a 電話に家族等が出た場合、伝言等は行ってもよいか（傷病によっては、ご家族にも
罹患を伝えていない場合があります）

なお、精神疾患のある方は、夜間・早朝に電話やメールをしてくることがあります。

代理人として対応可能な時間（営業時間）を決め、伝えておくことが望ましいでしょ

う。業務用の連絡先とプライベート用の連絡先を明確に区分し、営業時間外・休日等

の連絡対応体制について、あらかじめ依頼人に伝えておきます。
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依頼人の希望、メリット・デメリットを勘案して面談方法を選定する

障害年金業務においては、傷病の状況など｀障害年金の裁定請求に必要な情報をヒア

リングする必要がありますから、基本的には、依頼人（またはそのご家族）との而談

が不可欠です。

面談方法は、対面（「依頼人の自宅」、「喫茶店やファミレス」、「代理人の事務所」

の 3 つ）とオンラインに分けられます。依頼人の希望と、それぞれのメリット・デメ

リットを勘案した上で、面談方法を選定しましょう。

方法 面談場所 メリット デメリット

依頼人の自宅 ・周囲に情報が漏れない ・密室での身の危険がある

・依頼人の移動の負担軽減 （特に女性の代理人）

・資料（依頼人の病院の領
・トラブル（暴力的行為、

収証、薬の処方せん、年
病状急変など）発生時の

金手帳や年金記録など）
対応に難あり

が揃っている

対 喫茶店やファミレス ・密室でないため身の危険 ・周囲への情報漏えいが懸

面 性は低い 念される

・トラブル（暴力的行為、 ・依頼人に身体的負担がか
病状急変など）発生時の かる
対応がしやすい

代理人の事務所 ・周囲に情報が漏れない ・密室での身の危険がある

・調べ物がすぐにできる （特に女性の代理人）

・依頼人の移動の負担

・依頼人の移動の負担軽減 ・通信環境や PC 等のスキ

・依頼人・代理人双方が調 ルによっては、スムーズ
オ

な面談にならないン べ物がすぐにできる
フ ・後日、資料等の郵送が必
イ 要になることが多く、か
ン

えって手間がかかること

がある

なお、他人に傷病について知られたくないという強い思いをお持ちの方もいらっしゃ

いますので、喫茶店やファミレスの場合には、人が少ない店、人が少ない時間帯を選

ぶなどの配慮も必要です。密室での身の危険を防ぐためには、依頼人の自宅で而談を

行う場合は、可能であればご家族等の同席をお願いしてみるのもひとつの方法です。
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支給決定後の受給の流れや注黛点等の案内もしっかり行う

「代理人の役割は裁定請求をするところまで」と思われがちですが、支給決定後の

受給の流れや注意点等をご案内することも大切な業務です。次のような事項の説明を

心がけましょう。

・決定内容：等級、年金額、初回の年金振込日とその金額等

• 年金事務所で確認する

・次回診断書提出年月： 1 年から 5年の有期、永久認定の場合もある

• 年金証書に次回診断書提出年月が書いてある

年金事務所でも確認できる

・老齢年金等との併給調整：選択替えの時期がある場合にはその旨

•その他、病状悪化等による額改定請求のタイミングや国民年金保険料免除申請等

不支給決定や等級不服等の場合には、審査請求についての説明も必要になってきま

す。

依頼人から支給決定の連絡がない場合がある！？

日本年金機構では、障害年金に関しては、原則として受付日から 3 か月以内に年金

証書（または不支給決定通知・却下決定通知）を送付することになっています。 4 か

月程度経過しても依頼人から連絡がない場合には、年金事務所で確認してください。

また、日本年金機構障害年金センターの「審

査状況確認専用ダイヤル (03-5155-1 933)」で

も状況の確認をすることができます。
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代理人と関係三者

対「行政」

｀行政との関係構築の際のポイント
① 窓口相談員全員が障害年金業務に精通しているわけではないことを認識する

② 窓口によって相談対応にバラつきが見られることに注意する

③ 「行政と一緒に手続きを進めていく」という意識を持つ

窓日相談員全員が障害年金業務に精通しているわけではないことを認識する

節害年金の相談・申請窓口は、年金事務所・市区町村役所・共済組合等です。

残念なことに、窓口相談員のすべてが障害年金業務に精通しているわけではないと

いう現実があります。業務を進めていて困ったら、次のような対応をとりましょう。

・障害年金専任担当を置いている年金事務所もあるため、受付で聞いてみる

・相談員が的を射ない説明をしている場合、相談員の交代を申し出る

また、行政は機械的に話を進めてくる傾向があることも認識しておく必要がありま

す。たとえば医証（受診証明や診断古）がない場合、窓口では「医証がなければ申詰

はできません」といった説明をされることがありますが、これは一般論であって、審

査可能なケースもあります。

窓口で受理されないという“門前払い’'は、行政法上の処分ではないため、その後

に申硝内容を争うことすらできません。その請求が法律上の支給要件を満たさないと

いうのであれば、行政処分として不支給処分や却下処分をしてもらい、処分内容につ

いて不服申立等をしていくことになります。
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窓口職員には「処分権限」がないため、受付をして処分権限のある部署へ請求害を

送付してもらうことが重要となります。

窓口によって相談対応にバラつきが見られることに注意する ! 
ー . へ • •.• .口｀ • ｷ •雪 ・· • ｷ →デぐ一、 ー一·． . ～一·'「• -一— ` ・ ｷ • i→一 . 9 -.. ｷ ... ·— . c - • - - --

障害年金の申請手続は、年金事務所で依頼人に受給資格があるかを確認し、必要な

書類を入手するところから始まります。日本年金機構のホームページからのダウン

ロードも可能です。

一般的には、依頼人から取得した委任状（年金相談用）を持って年金事務所へ出向

き、「初診日や病歴経過の説明」、「保険料納付要件の確認」、「請求する障害年金の種類・

方法の確認」をして、障害年金を請求する資格があれば、「受診状況等証明書」の用

紙の交付を受けます。

最近では、必要な様式を一式交付してくれるようになりましたが、やはり、初診日

を確定させてから、次の手順に進むのが良策といえます。また、相談に先駆けて病歴・

就労状況等申立書の下書きをしてくるように指示する年金事務所もあったりと、相談

対応にバラつきが見られます。

臨機応変に対応することが求められます。

「行政と一緒に手続きを進めていく」という意識を持つ ':'?. 

｀ー＋一••- --ロー・｀•～--r·--• →·c·-99一、-ー-•｀ー．．．｀·—••`.、•―'.—•--·- ~ •一．＊9-—-合•—• •. 9] -.,”・• ••. 9 —···マ·-- --→一心—·--,....__•一が：マ"-一rv •一・｀｀｀―｀一．r-一9~.ー-―·---•_..、9，．一•-一ーノ，

代理人は依頼人のために最善を尽くすよう行動することが求められますが、それと

同時に、行政と敵対するのではなく、「一緒に手続きを進めていく」という意識を持

つことが必要です。相談窓口と口論しても、その後が気まずくなるだけで、誰のメリッ

トにもなりません。

また、社会保険労務士にあっては、社会保険労務士法第 16 条「社会保険労務士は、

社会保険労務士の信用又は品位を害するような行為をしてはならない。」も意識して、

行動しましょう！

3 代理人と関係三者—対「行政」 9 



著者略歴

社会保険労務士商橋裕典（たかはしやすのり）

平成 14 年 3 月に法政大学法学部卒業。平成 14 年 4 月から平成 20 年 3 月まで

社会保険庁（現：日本年金機構）に勤務し、年金関係業務に従事。退職後、

平成 20 年 12 月に高橋社会保険労務管理事務所（https://www.slmoｭ

takahashi.com) を開業。令和 4 年 11 月に社会保険労務士法人高橋社会保険

労務管理事務所を設立。企業の人事労務管理相談、障害年金を中心とした年

金関係業、執筆・講演など精力的に活動している。

詞
はじめて手続きする人にもよくわかる
障害年金の知識と請求手続ハンドブック

平成 24 年 6 月 20 日 初版発行

令和 7 年 8 月 20 日 8 訂初版

軍EJ本法令
I検印省略1

著 者高 橋 裕 典

〒 101-0032
発行者青 木 鉱 太

編集者岩 倉 春 光
東京都千代田区岩本町 1 丁目 2 番 1 9 号
https:/ /www.horei.co.jp/ 印刷所星野精版印刷

製本所国 宝

（営業） TEL 03-6858-6967 
（通販） TEL 03-6858-6966 
（編集） FAX 03-6858-6957 

E メール syuppan@horei.co.jp 
E メール book.order@horei.co.jp 
E メール tankoubon@horei.co.jp 

（オンラインショップ） https:/ /www.horei.eo.jp/iec/ 
（お詫びと訂正） https://www.horei.eo.jp/book/ owabi.shtml 
（書籍の追加情報） https:/ /www.horei.eo.jp/book/ osirasebook.shtml 

社

※万一、本書の内容に誤記等が判明した場合には、上記「お詫びと訂正」に最新情報を掲
載しております。ホームページに掲載されていない内容につきましては、 FAXまたはE
メールで編集までお問合せください。

・乱丁、落丁本は直接弊社出版部へお送りくださればお取替えいたします。

•国郷〈出版者著作権管理機構委託出版物〉
本書の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合
は、そのつど事前に、出版者著作権管理機構（電話 03-5244-5088、 FAX 03-5244-
5089、 e-mail: i nfo@jcopy.or.jp)の許諾を得てください。また、本書を代行業者等の
第三者に依頼してスキャンやデジタル化することは、たとえ個人や家庭内での利用で
あっても一切認められておりません。

ｩ Y. Takahashi 2025. Printed in JAPAN 
ISBN 978-4-539-73114-7 




